
 

コース 20 守門
す も ん

岳
だけ

 

リーダー  ＣＬ N.M   ＳＬ H.T 

実 施 日  令和 5年 9月 10日（日） 

天 候  曇り 

グレード  C上～D 

参 加 者  15人（男性 5人 女性 10人） 

コースポイント 

山行等概要（幹事のコメント） 

・蒸し暑さの中、山行開始。歩き始めるとすぐに汗が吹き出す。立ち休憩を多くとることとする。

登山口から谷内平付近までは橅が多く、春の新緑の時期は素晴らしい。登山道には茸が散見さ

れる。 

・滝見台で、下山する人と頂上まで登る人とを分ける。夏の異常気象

によるトレーニング不足を考えて、「無理させてはいけない人」と

「無理のできる人」とを分けたかった。あくまでも決めるのは本人

の意思である。 

 

 

 

 

 

ポイント 到着時間 出発時間 備    考 

秋葉区役所前  6：00 集合 

猿倉駐車場・二口登山口 8：00 8：30 登山開始 

滝見台（中間点） 10：30 10：40 以降、大岳分岐まで急登が続く 

大岳分岐 11：50 12：00 長い急登が終わる 

青雲岳 12：20 12：30 霧のため景色見られず 

袴岳（頂上）1,537m 12：50 13：30 昼食。霧が濃い 

青雲岳 13：50 13：55 霧のため景色見られず 

滝見台（中間点） 14：45 14：55 滝が細い 

甲子温泉登山口 14：35 14：50  

二口登山口 16：15 16：30 ３０分遅れで帰路につく 

秋葉区役所前 18：30  予定より 30分遅れで到着 



 

・９名で、本日の一番の難所に分け入った。風がなく、蒸し暑さに体力を奪われる。小まめに給

水タイム（立ち休憩）をとる。既に全身汗でびっしょりである。前ぶれもなく大岳分岐に出る。 

・これで「急登」とお別れである。以降は青雲岳、袴岳へと足を向ける。霧が晴れず、周りの景

色が見られない。残念であるが詮もなし。袴岳で昼食を摂る。赤トンボが、沢山飛んでいて何

処にでも止まる。雨が降らないだけ有り難い。 

・着ている衣類が乾く間もなく下山する。時間が押してきているため足を速めた。下りが苦手な

参加者にはお詫びするが、なんとも頼もしい人達である。 

・３０分遅れで二口登山口に到着し、１時間遅れて秋葉区役所に着いた。今回は終始、蒸し暑さ

に体力を消耗し、とても疲れた山行であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守門岳紀行 

1810   K.Y 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブログ「青い空が好き」をクリ

ックしてご覧ください。 

https://ameblo.jp/qnsgd7777/page-13.html
https://ameblo.jp/qnsgd7777/page-13.html

